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景気動向指数（ 年８月）
～４ヶ月ぶりの上昇だが、均してみれば改善ペースは鈍化～
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○年明け以降、改善ペースが鈍化

内閣府から公表された 年８月の景気動

向指数では、ＣＩ一致指数が前月差＋ ポイ

ントとなった。有効求人倍率などがマイナス寄

与となったものの、耐久消費財出荷指数や投資

財出荷指数などの押し上げが大きかった。

ＣＩ一致指数はプラスだったが、これまで３

ヶ月連続でマイナスだったことの反動の面も大

きく、強い数字ではない。水準でみても、直近

のピークである 年 月の水準を下回っ

ており、 年入り以降、足踏み感が出ている

ことが確認できる。鉱工業指数において、年明

け以降、増勢が緩やかになっていることが影響

していると考えられる。景気の回復傾向は続い

ているものの、ＣＩでみる限り、その回復ペー

スは足元で鈍化していると判断される。

○ 基調判断は、来月も辛うじて「改善」維持か

内閣府によるＣＩ一致指数の基調判断は、 ヶ月連続で「改善」となった。今月は、前月差がプラ

スになったことに加え、３ヶ月後方移動平均前月差も＋ とプラスに転じたことで、基調判断の下

方修正は避けられている。

なお、９月分で基調判断が「足踏み」に下方修正されるには、前月差▲ ポイント以上の落ち込み

が必要である。９月については、台風や地震といった自然災害の影響で工場の操業停止や訪日外国人

消費の減少、個人消費の下押しなどの悪影響が生じたとみられ、ＣＩ一致指数はマイナスになる可能

性が高い。ただ、前月差▲ ポイントという落ち込みは過去もあまり例がなく、９月についてもそこ

までのマイナスにはならないだろう。９月の基調判断も、辛うじて下方修正は回避され、「改善」が

維持される可能性が高そうだ。
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